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博
物
館
に
は
、
全
国
ど
こ
で
も
普
遍

の
価
値
を
取
り
扱
う
タ
イ
プ
、
地
域
ご

と
に
必
要
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
タ

イ
プ
、
そ
の
時
限
り
の
楽
し
み
を
提
供

す
る
タ
イ
プ
の
、
３
種
類
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
当
館
は
そ
の
名
の
通
り
、
全
国
の
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
共
有
の
施
設
と
し
て

設
立
さ
れ
、
活
動
し
て
お
り
、
全
国
で

普
遍
の
価
値
を
取
り
扱
う
タ
イ
プ
の
博

物
館
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
当
館
は
多
磨
全
生
園

に
隣
接
し
、
東
村
山
市
や
清
瀬
市
と

い
っ
た
地
元
か
ら
特
に
多
く
の
来
館
者

を
得
て
い
る
。
全
生
園
の
現
状
に
関
す

る
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
来
館

土
塁
と
堀
の
跡

軽
症
独
身
舎

こ
ち
ら
で
出
会
う
。
ま
さ
に
、
現
地
が

持
つ
力
に
触
れ
る
瞬
間
の
連
続
で
あ
る
。

今
回
の
企
画
展
は
、
こ
の
現
地
が
持
つ

力
に
触
れ
る
た
め
の
入
口
を
用
意
す
る

と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
企
画
展
は
あ
く
ま
で
も

入
口
に
過
ぎ
な
い
。
展
示
を
見
た
後
は
、

ぜ
ひ
現
地
で
あ
る
全
生
園
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
会
期
中
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
開
催
す
る
。

　
過
去
に
園
内
で
生
き
た
人
々
、
今
園

内
に
く
ら
す
人
々
の
、
想
い
の
一
端
に

触
れ
、
そ
の
先
に
、
入
所
者
と
の
個
人

的
な
人
間
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

●
タ
イ
ト
ル
「
想
い
で
で
き
た
土
地
　

多
磨
全
生
園
の
記
憶
・
く
ら
し
・
望
み

を
め
ぐ
る
」
／
会
期
10
月
５
日
（
土
）

～
12
月
27
日
（
金
）
／
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

予
定
10
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）
11

月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）
12
月
14
日

（
土
）・
15
日（
日
）
い
ず
れ
も
午
後
１

時
～
３
時
。
土
曜
日
と
日
曜
日
で
コ
ー

ス
が
異
な
る
。
先
着
30
人
ま
で
。
参
加

希
望
の
方
は
、
当
日
１
階
ロ
ビ
ー
へ
。

　
栗
生
楽
泉
園
内
に
あ
る「
特
別
病
室
」

（
重
監
房
）
跡
地
の
発
掘
調
査
が
８
月

６
日
（
火
）
か
ら
約
一
ヶ
月
行
わ
れ
、

黒
尾
学
芸
課
長
が
調
査
指
導
の
立
場
で

協
力
し
た
。
調
査
目
的
は
、
来
年
４
月

に
開
館
予
定
の
「
重
監
房
資
料
館
」
内

に
設
置
さ
れ
る
重
監
房
復
元
に
資
す
る
、

建
築
工
法
や
部
材
、
調
度
品
等
の
具
体

的
情
報
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
所
期
の

目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。
と
く
に
数

種
類
の
錠
前
が
出
土
し
、「
特
別
病
室
」

が
監
禁
施
設
で
あ
る
物
証
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
各
独
房
の
便
槽
か
ら
、
収
監

さ
れ
た
人
々
に
由
来
す
る
多
種
多
様
な

遺
物
が
出
土
し
た
。
木
製
弁
当
箱
、
木

椀
、
箸
、
梅
干
種
の
出
土
は
、
つ
と
に

知
ら
れ
る
「
重
監
房
」
に
お
け
る
食
事

に
関
す
る
証
言
に
重
な
る
。
さ
ら
に
眼

鏡
、
鉛
筆
、
下
駄
等
、
人
々
が
持
ち
込

ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
遺
物
も
出
土
し
、

牛
乳
瓶
、
食
品
瓶
、
整
腸
剤
瓶
等
の
出

土
は
房
内
で
懸
命
に
生
き
延
び
よ
う
と

し
た
証
と
も
推
定
で
き
る
。
調
査
成
果

の
概
要
は
11
月
末
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
、

そ
の
後
「
重
監
房
資
料
館
」
の
展
示
に

活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

者
か
ら
す
れ
ば
当
館
と
全
生
園
は
一
体

の
も
の
、
資
料
館
は
全
生
園
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
的
な
施
設
と
見
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
来
館
者
が
当
館
に
期
待
す
る
も
の

の
１
つ
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
全

生
園
に
関
心
を
寄
せ
る
地
元
の
人
々
が

満
足
し
、
ま
た
新
た
に
関
心
を
向
け
て

も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
る
活
動
が
、
当

館
に
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
つ
ま
り
、
地
域
ご
と
に
必
要
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
る
タ
イ
プ
の
博
物
館
と

し
て
の
側
面
も
併
せ
持
つ
こ
と
が
、
同

時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
こ
で
今
回
の
企
画
展
で
は
、
来
館

者
が
抱
く
で
あ
ろ
う
多
磨
全
生
園
に

つ
い
て
の
疑
問
に
応
え
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
展

示
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
全
生

園
内
の
ポ
イ
ン
ト
を
63
カ
所
選
び
、

「
史
跡
」
と
「
日
常
生
活
と
医
療
の
場
」

と
に
分
け
て
紹
介
す
る
。

　
全
生
園
の
広
大
な
敷
地
は
、
入
所

者
の
み
な
さ
ん
が
、
仲
間
と
共
に
生

き
て
き
た
過
去
の
記
憶
を
刻
み
込
み
、

現
在
の
く
ら
し
を
営
み
、
自
分
た
ち

が
い
な
く
な
っ
た
後
の
将
来
へ
の
望

み
を
込
め
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
敷

地
の
中
を
歩
く
と
、
そ
う
し
た
想
い

が
詰
ま
っ
た
場
所
な
の
だ
と
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に
、
あ
ち
ら

多
磨
全
生
園
を
紹
介

想
い
で
で
き
た
土
地

秋季企画展

お
も



国立ハンセン病資料館2013年10月１日 第81号（季刊）

2

　
８
月
25
日
（
日
）
の

午
前
中
、
当
館
映
像

ホ
ー
ル
に
て
、
米
国

カ
ー
ビ
ル
療
養
所
に
入

所
し
て
い
た
ホ
セ
・
ラ

ミ
レ
ス
Jr
氏
を
お
招
き

し
て
「
カ
ー
ビ
ル
に
生

き
・
・
カ
ー
ビ
ル
を
語

る
」
を
開
催
し
た
（
笹

川
保
健
協
力
財
団
主
催
、

資
料
館
協
力
）。

　
50
人
程
集
ま
っ
た
聴

衆
に
進
行
役
の
山
口
和

子
氏
（
笹
川
記
念
保
健

協
力
財
団
）
が
趣
旨
説

明
を
行
っ
た
後
、
ホ
セ

氏
が
紹
介
さ
れ
て
、
山

口
氏
の
質
問
に
応
え
る

か
た
ち
で
、
ホ
セ
氏
は

自
ら
の
経
験
と
想
い
を

熱
く
語
っ
た
。

　
ま
ず
ホ
セ
氏
は
、
自
ら
の
生
い
立
ち

と
家
族
に
つ
い
て
、
妻
マ
グ
ダ
レ
ナ
さ

ん
と
の
出
会
い
、
発
病
か
ら
ハ
ン
セ
ン

病
と
診
断
さ
れ
る
ま
で
の
民
間
療
法
や

病
院
で
の
誤
診
、
家
族
の
支
え
の
も
と

で
の
闘
病
生
活
、
霊
柩
車
で
の
カ
ー
ビ

ル
へ
の
長
旅
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　
次
い
で
カ
ー
ビ
ル
入
所
後
の
医
療
や

生
活
、
そ
し
て
名
誉
回
復
の
た
め
の
闘

い
、
家
族
へ
の
想
い
等
々
を
語
っ
た
。

ホ
セ
氏
は
、
カ
ー
ビ
ル
の
医
療
に
つ
い

て
、
研
究
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
め
る
一

方
で
、
研
究
の
モ
ル
モ
ッ
ト
に
さ
れ
た

屈
辱
を
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
喪
失
体

験
と
し
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
多
く
の

入
所
者
が
同
じ
経
験
を
し
て
い
た
事
実

を
知
り
、
声
な
き
人
た
ち
の
声
に
な
る

決
心
を
し
た
の
だ
と
い
う
。
多
く
の
本

を
読
み
、
世
界
中
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
へ
の
偏
見
・
差
別
を
学
び
、
そ
の
後
、

ホ
セ
氏
は
カ
ー
ビ
ル
を
変
え
る
た
め
の

運
動
に
着
手
す
る
。
そ
れ
は
、
療
養
所

に
あ
る
古
い
「
規
則
」
破
り
の
行
動
を

重
ね
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
さ
や
か
に
み

え
る
実
践
の
一
つ
一
つ
に
大
い
な
る
勇

気
を
要
し
た
。
当
然
の
よ
う
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
ホ
セ
氏
に
課
せ
ら
れ
た
が
、

両
親
の
理
解
も
あ
り
、
戦
い
続
け
る
決

意
は
揺
る
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
話
題
が
ホ
セ
氏
の
結
婚
や
家
族
の
支

え
に
移
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
山
口
氏

の
機
転
で
、
ラ
ミ
レ
ス
氏
と
固
い
絆
で

結
ば
れ
た
マ
グ
ダ
レ
ナ
さ
ん
か
ら
の
発

言
が
得
ら
れ
た
。
ホ
セ
氏
と
の
結
婚
を

め
ぐ
っ
て
の
母
親
と
の
葛
藤
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
、
ホ
セ
氏
は
自

分
の
た
め
に
、
そ
し
て
他
人
の
た
め
に

働
く
が
、
今
は
母
も
そ
れ
を
十
分
に
理

解
し
て
い
る
と
い
う
語
り
に
会
場
は
感

笹
川
財
団
、資
料
館
活
動
を
報
告

ホ
セ
氏
を
紹
介
す
る
山
口
さ
ん

会
議
参
加
者
た
ち
で

動
と
共
感
の
空
気
に
包
ま
れ
た
。
ま
た

夫
婦
の
間
に
生
ま
れ
た
二
人
の
子
供
た

ち
も
、
現
在
ホ
セ
氏
の
「
ハ
ン
セ
ン
病

の
旅
」
に
同
道
し
て
い
る
。
子
供
た
ち

は
、
ホ
セ
氏
の
父
親
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病

を
隠
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
学
び
、

ホ
セ
氏
自
身
か
ら
カ
ー
ビ
ル
の
歴
史
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
そ
し
て
世
界
中
の

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
権
利
獲
得
の
た
め

に
戦
う
父
親
の
仕
事
に
つ
い
て
知
っ
た

の
だ
と
い
う
。
ホ
セ
夫
妻
は
、
最
後
に

子
供
た
ち
の
将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
恥
や
ス
テ
グ
マ
で
は
な

く
、
人
権
侵
害
の
歴
史
的
事
実
と
し
て

理
解
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
夫
妻
の

願
い
は
、
そ
の
ま
ま
私
た
ち
が
克
服
す

べ
き
課
題
と
な
る
。
聴
衆
は
そ
う
し
た

想
い
を
確
か
に
共
有
し
た
と
思
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
歴
史
保
存
会
議
で

　
去
る
８
月
18
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日

程
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
歴
史
保
存
会
議
等

へ
の
参
加
の
た
め
、
金
学
芸
員
が
マ
ニ

ラ
に
滞
在
し
た
。
到
着
し
た
翌
日
に
開

催
さ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
史
編
纂
会
議
で

は
、
各
分
野
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
事

前
に
準
備
さ
れ
て
い
た
レ
ジ
ュ
メ
を
も

と
に
、
各
自
報
告
後
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
今
後
２
年
間

で
、
初
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
病

史
を
編
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
３
日
目
、
４
日
目
は
２
日
間
に
わ

た
っ
て
歴
史
保
存
の
た
め
の
会
議
が
行

わ
れ
た
。
国
立
公
文
書
館
館
長
よ
り
趣

旨
説
明
が
な
さ
れ
、
笹
川
記
念
保
健
協

力
財
団
の
山
口
和
子
さ
ん
と
星
野
奈
央

さ
ん
が
、
財
団
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
や

活
動
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。
続

い
て
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
設

立
過
程
と
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
金
が

約
50
分
報
告
し
た
。出
席
者
に
は
、フ
ィ

リ
ピ
ン
８
カ
所
の
療
養
所
か
ら
の
回
復

者
や
職
員
、
所
長
も
お
り
、
日
本
の
資

料
館
設
立
が
患
者
運
動
の
流
れ
で
な
さ

れ
た
こ
と
と
、
そ
の
資
料
の
収
集
に
つ

い
て
興
味
深
く
聞
い
て
下
さ
っ
て
い
た
。

　
他
に
公
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
等
、

資
料
保
存
の
専
門
家
に
よ
る
報
告
な
ど

が
続
き
、
実
際
に
資
料
保
存
を
行
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
等
、
参
加
者
に

よ
る
質
疑
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。

　
５
日
目
、
６
日
目
は
昨
年
、
結
成
さ

れ
た
回
復
者
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ
の

第
一
回
の
総
会
な
ら
び
に
各
療
養
所
関

係
者
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。患
者
・

回
復
者
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決

に
向
け
、
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ
の
定
款
の
草
案
作

り
が
行
わ
れ
、
回
復
者
な
ど
か
ら
公
衆

衛
生
、
人
権
、
経
済
的
な
自
立
、
歴
史
、

メ
デ
ィ
ア
等
に
関
す
る
積
極
的
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
最
終
日
に
は
マ
ニ
ラ
近
郊
の
タ
ラ
に

あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
訪
問
し
た
。

今
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
一
般

病
院
化
さ
れ
て
お
り
、
患
者
数
が
減
っ

て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ハ
ン
セ
ン
病
事

情
が
写
し
出
さ
れ
た
。

　
今
、
世
界
で
歴
史
保
存
と
資
料
館
設

立
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
中
で
、
当

館
の
資
料
館
設
立
過
程
や
そ
の
活
動
が
、

一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
対
応
も

今
後
、
可
能
な
範
囲
で
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

総
務
省
が
視
察
に
来
訪

　
８
月
21
日
午
後
、
総
務
省
行
政
管
理

局
・
厚
労
省
担
当
の
安
仲
陽
一
副
管
理

官
と
同
工
藤
文
武
主
査
が
資
料
館
に
来

訪
、
黒
尾
学
芸
課
長
の
案
内
で
展
示
品

を
観
覧
。
そ
の
後
同
行
の
厚
労
省
疾
病

対
策
課
の
谷
口
課
長
補
佐
ら
と
共
に
全

生
園
に
移
り
施
設
幹
部
と
懇
談
し
た
。

　
一
行
は
16
時
半
の
夕
食
時
間
に
合
せ

て
、
３
病
棟
、
や
す
ら
ぎ
病
棟
、
新
セ

ン
タ
ー
を
回
り
、
職
員
不
足
の
実
態
を

知
る
た
め
、
入
所
者
の
食
事
状
況
や
職

員
の
介
助
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
さ
れ

た
が
、
果
し
て
ど
の
程
度
実
情
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
と
、
関
係
者
は
注

目
し
て
い
る
。
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７
月
24
日
、
午
後
に
行
わ
れ
る
「
ハ

ン
セ
ン
病
に
関
す
る
親
と
子
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
参
加
に
合
わ
せ
る
形
で
谷
垣

禎
一
法
務
大
臣
と
と
か
し
き
な
お
み
厚

生
労
働
大
臣
政
務
官
が
納
骨
堂
へ
の
献

花
の
後
に
当
館
を
視
察
し
た
。
語
り
部

平
沢
保
治
運
営
委
員
の
案
内
で
１
時
間

ほ
ど
見
学
。
谷
垣
法
相
は
「
ハ
ン
セ
ン

病
に
関
す
る
問
題
に
は
、
人
権
問
題
を

考
え
る
上
で
の
一
つ
の
核
に
な
る
も
の

が
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者

等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
歴
史
を
語

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

人
権
擁
護
を
主
導
す
る
法
務
省
と
し
て

も
、
で
き
る
支
援
は
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。」
と
述
べ
た
。

　
午
後
に
は
東
村
山
市
中
央
公
民
館
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
始
め

に
谷
垣
法
相
・
と
か
し
き
政
務
官
・
渡

部
尚
市
長
ら
の
主
催
者
挨
拶
、
東
村
山

第
二
中
学
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
が
行

わ
れ
た
。
続
く
第
一
部
で
は
石
井
則
久

ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
佐
川

修
多
磨
全
生
園
入
所
者
自
治
会
会
長
の

基
調
講
演
と
、
多
磨
全
生
園
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
中
学
生
４
名
と

渡
部
市
長
を
加
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
第
二
部
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
第

三
部
で
は
啓
発
ビ
デ
オ
「
未
来

へ
の
虹
　
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
は

ハ
ン
セ
ン
病
」
が
上
映
さ
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
人
を
見
た
目
で
判
断
し

な
く
な
っ
た
」「
私
た
ち
を
快

く
迎
え
て
く
れ
る
か
不
安
に

思
っ
て
い
た
が
入
所
者
が
と
て

も
優
し
く
受
け
入
れ
て
く
れ

た
」「
多
磨
全
生
園
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
し
、
入

所
者
に
感
想
を
言
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
。」
と
、
中
学
生
ら
が
入
所

者
と
の
交
流
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

中
に
は
「
い
っ
し
ょ
に
全
生
園

親
と
子
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
統
一
交
渉
団
が
か

ね
て
か
ら
要
請
し
て

い
た
田
村
憲
久
厚
生

労
働
大
臣
と
の
面
談

が
、
８
月
14
日
午
後

２
時
30
分
よ
り
大
臣

室
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は

全
原
協
・
谺
会
長
、

堅
山
事
務
局
長
、
全

療
協
・
本
部
と
支
部

代
表
14
名
、
全
国
弁

連
・
徳
田
弁
護
士
等

８
名
、
江
田
五
月
両

議
懇
顧
問
、
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
の
最
終
解

決
を
す
す
め
る
国
会

議
員
懇
談
会
の
玉
木

雄
一
郎
事
務
局
長
他

関
係
者
多
数
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
谺
全
原
協
会
長
と
神
全
療

協
会
長
よ
り
、
田
村
大
臣
に
要
請
書
を

手
渡
し
、
谺
氏
が
代
表
し
て
挨
拶
、
神

氏
が
要
請
書
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、徳
田
弁
護
士
、江
田
両
議
懇
顧

問
、
堅
山
事
務
局
長
か
ら
も
要
請
、
さ

ら
に
安
倍
総
理
と
の
面
談
も
要
請
し
た
。

　
田
村
厚
労
大
臣
の
回
答
を
要
約
す
る

と
、「
今
の
公
務
員
定
員
削
減
計
画
は
今

年
で
終
わ
る
。
①
27
年
度
か
ら
の
次
期

定
員
削
減
計
画
は
来
年
の
春
頃
か
ら
検

討
に
入
る
と
思
う
が
皆
さ
ん
の
要
望
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
行

き
た
い
。
②
26
年
度
の
定
員
に
つ
い
て

は
今
ま
で
の
経
緯
を
充
分
ふ
ま
え
て
対

処
し
た
い
。
③
賃
金
職
員
の
即
時
定
員

化
に
向
け
て
長
期
計
画
の
策
定
を
せ
よ

と
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
対
応

で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
る
の

で
、
そ
の
た
め
の
ご
意
見
を
頂
き
た
い
。

④
ス
ト
ラ
イ
キ
（
実
力
行
使
）
を
す
る

要望を踏まえ、最大限頑張る
統一交渉団、田村厚労大臣交渉

親
と
子
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

の
外
で
入
所
者
と
お
散
歩
を
し
た
い
。

ま
た
み
な
さ
ん
の
孫
と
し
て
一
日
施
設

で
過
ご
し
た
い
。
そ
れ
が
孫
を
持
て
な

か
っ
た
患
者
さ
ん
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
。」
と
入
所
者
へ
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
意
見
を
述
べ
た
中
学
生
も

い
た
。

　
中
学
生
ら
は
や
す
ら
ぎ
病
棟
入
室
者

か
ら
お
話
を
聞
い
て
紙
芝
居
を
作
る
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
活
動
の
先
に
、
友
達

や
家
族
の
よ
う
な
関
係
が
で
き
れ
ば
、

入
所
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
心
の
癒
し

に
な
る
と
思
う
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は

他
で
は
経
験
で
き
な
い
学
び
も
あ
る
。

中
学
生
た
ち
が
入
所
者
と
家
族
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

前
に
我
々
も
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
国
会
決
議
は
非
常
に

重
い
わ
け
な
の
で
、
そ
の
決
議
に
あ
る

程
度
沿
っ
た
結
論
を
出
さ
な
い
と
、
国

会
軽
視
と
な
り
理
解
も
得
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
⑤
総
理
と
の
面
談
と
い
う

話
で
す
が
、
総
理
と
の
面
談
で
解
決
す

る
の
で
あ
れ
ば
私
が
頑
張
る
意
味
は
な

い
わ
け
な
の
で
、
そ
の
前
に
私
に

ち
ょ
っ
と
頑
張
ら
せ
て
下
さ
い
。
そ
れ

で
事
成
ら
な
か
っ
た
時
に
は
次
の
ス

テ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」。

　
以
上
大
臣
の
回
答
は
「
本
気
で
取
組

む
感
じ
」
と
の
評
価
も
あ
り
、
統
一
交

渉
団
は
今
後
の
成
り
行
き
を
当
面
注
目

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
病
医
学
夏
期
大
学
講
座

　
第
35
回
ハ
ン
セ
ン
病
医
学
夏
期
大
学

講
座
が
、
８
月
５
日
（
月
）
よ
り
９
日

（
金
）
ま
で
、
全
生
園
本
館
２
階
会
議

室
と
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、

群
馬
、
香
川
、
富
山
の
各
大
学
、
東
北
、

栗
生
、
多
磨
、
長
島
、
星
塚
の
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
職
員
、
看
護
学
生
、

県
関
係
、
病
院
関
係
者
ら
36
名
で
、
総

合
コ
ー
ス
、
国
際
医
療
コ
ー
ス
、
看
護

福
祉
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
各
講
師
よ
り

講
義
実
習
を
受
け
た
。

　
初
日
15
時
30
分
か
ら
は
入
所
者
９
名

退
所
者
６
名
が
、
参
加
者
と
一
緒
に

な
っ
て
４
班
に
分
か
れ
、
交
流
会
を
も

ち
体
験
談
を
語
り
合
っ
た
。
17
時
30
分

か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

関
係
者
全
員
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

６
日
に
は
資
料
館
見
学
も
行
わ
れ
た
。

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

田
村
厚
労
大
臣
と
交
渉
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去
る
８
月
８
日

（
木
）、
恒
例
の
多

磨
全
生
園
納
涼
祭

が
盛
会
裡
に
行
わ

れ
た
。
晴
天
に
恵

ま
れ
、
午
後
５
時

か
ら
の
お
囃
子
太

鼓
も
賑
や
か
に
祭

り
が
始
ま
っ
た
。

福
引
き
に
は
長
い

行
列
が
で
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中

学
生
も
混
じ
っ
て

景
品
を
手
渡
し
て

い
た
。

　
会
場
の
旧
全
生

学
園
グ
ラ
ン
ド
に

は
飲
み
物
や
お
も

ち
ゃ
の
屋
台
が
並

び
、
そ
の
脇
の
桜

並
木
に
も
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
な
ど

軽
食
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
た
。
夕
暮
れ

が
迫
る
と
共
に
屋
台
に
並
ぶ
人
も
増
え
、

盆
踊
り
会
場
を
囲
む
よ
う
に
設
け
ら
れ

た
イ
ス
席
に
は
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
姿

も
増
え
て
き
た
。

　
盆
踊
り
は
午
後
６
時
か
ら
始
ま
り
、

ま
ず
は
浴
衣
を
ま
と
っ
た
踊
り
方
の
皆

さ
ん
が
、
続
い
て
近
隣
か
ら
集
ま
っ
た

人
び
と
や
入
所
者
、
来
賓
、
職
員
も
加

わ
り
、「
東
京
音
頭
」「
東
村
山
音
頭
」

な
ど
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
。
夏
祭
り
ら

し
く
、
可
愛
ら
し
い
浴
衣
姿
の
小
さ
な

女
の
子
が
踊
る
姿
も
み
ら
れ
た
。

　
午
後
６
時
45
分
か
ら
諸
氏
の
挨
拶
が

始
ま
っ
た
。
佐
川
修
実
行
委
員
長
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶
し
、
そ
れ
に
続

い
て
施
設
長
挨
拶
と
し
て
朝
戸
裕
多
磨

全
生
園
長
が
、
来
賓
と
し
て
木
原
誠
二

衆
議
院
議
員
、
古
川
夏
樹
厚
労
省
医
政

局
国
立
病
院
課
長
、
田
原
克
志
厚
労
省

疾
病
対
策
課
長
、
渡
部
尚
東
村
山
市
長

ら
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
取
っ
た
。

　
そ
の
後
も
続
々
と
人
が
集
ま
り
、
踊

り
の
輪
も
大
き
く
な
っ
た
。
午
後
８
時
、

い
よ
い
よ
打
ち
上
げ
花
火
が
始
ま
り
、

望
郷
の
丘
か
ら
グ
ラ
ン
ド
に
か
け
て
の

通
り
は
人
垣
で
埋
ま
っ
た
。
色
と
り
ど

り
の
花
火
に
、
今
年
も
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
た
。
少
し
離
れ
た
セ
ン
タ
ー
通

り
な
ど
か
ら
、
花
火
に
見
入
る
入
所
者

や
職
員
の
皆
さ
ん
も
お
ら
れ
た
。

　
納
涼
祭
が
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
と
同
時
に
、
や
は
り
入
所
者
の

方
々
に
も
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
、
ま
た
実
行
委
員
の
皆

様
は
じ
め
沢
山
の
方
々
が
集
ま
っ
た
人

び
と
を
も
て
な
す
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

子
供
も
一
緒
に
盆
踊
り

成
瀬
さ
ん
の
油
彩
画
「
叫
び
」

　
松
丘
保
養
園
入
所
者
の
成
瀬
豊
さ
ん

が
５
月
17
日
、
享
年
91
歳
で
こ
の
世
を

去
ら
れ
た
。
成
瀬
さ
ん
と
当
館
と
の
関

係
は
、
二
十
年
前
に
当
館
設
立
の
際
に

油
彩
画
「
叫
び
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
以
来
の
ご
縁
で
、
奥
様
の
テ
ル
さ

ん
と
共
に
、
松
丘
保
養
園
に
学
芸
員
が

出
向
く
度
に
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
下

さ
り
、
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

い
つ
も
穏
や
か
で
明
る
い
印
象
の
成
瀬

さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
作
品
に
写
し
出
さ

れ
る
通
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
だ

け
で
被
っ
た
理
不
尽
な
状
況
へ
の
苦
悩

や
怒
り
が
根
底
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
成
瀬
さ
ん
の
作
品
は
本
人
が
語
っ
て

い
た
「
人
を
感
動
さ
せ
る
に
は
ま
ず
、

自
分
が
心
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
言
葉
と
一
貫
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
８
月
30
日
（
金
）
午
後
２
時
30
分
か

ら
、
大
島
青
松
園
協
和
会
館
で
塔
和
子

さ
ん
の
告
別
式
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は

雨
の
中
、
約
80
人
が
参
列
し
た
。

　
塔
さ
ん
は
非
常
に
有
名
な
詩
人
で
、

高
見
順
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し

た
他
、
19
冊
も
の
詩
集
を
編
ん
だ
。
当

館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
は
資
料
提

供
や
作
品
の
展
示
承
諾
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
二
〇
一
一
年
に
は
塔
和
子
の
会
と

の
共
催
で
、「
い
の
ち
の
詩

　
塔
和
子

展
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
、
大
量

の
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
あ
っ
た
。
大
事
に

と
っ
て
あ
っ
た
手
紙
の
山
に
、
い
か
に

人
恋
し
か
っ
た
の
か
を
見
た
思
い
が
し

た
。
病
棟
入
室
後
も
、
身
の
ま
わ
り
の

物
や
出
来
事
を
謳
う
作
風
そ
の
ま
ま
に
、

看
護
師
さ
ん
や
訪
問
客
を
題
材
に
詩
作

を
続
け
た
。
も
っ
と
作
り
た
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
う
と
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

～盛大に開催される～

恒例　多磨全生園納涼祭
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　「
人
間
を
忘
れ
な
い
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
、「
第
９
回
真
宗
大
谷
派
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
全
国
交
流
集
会
in
東

京
」
が
、
10
月
16
日
（
水
）
か
ら
17
日

（
木
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
。

　
16
日
の
テ
ー
マ
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
今
と
震
災
・
原
発
」。
鎌
田
慧
氏

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
に
よ
る

記
念
講
演
や
、
リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
な
ど

が
行
わ
れ
る
。
会
場
は
ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
（
新
宿
区
）。

　
17
日
の
テ
ー
マ
は
「
耳
を
す
ま
す

　

そ
し
て

　
語
り
継
ぐ
」。
多
磨
全
生
園

を
会
場
と
し
て
、
園
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
沢
知
恵
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
東

京
集
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
参
加
は
事
前
申
込
制
で
、
申

込
は
10
月
１
日
に
締
切
り
と
な
っ
て
い

る
。コ

・
メ
デ
ィ
カ
ル
学
術
集
会

　
第
25
回
ハ
ン
セ
ン
病
コ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
学
術
集
会
が
、
10
月
４
日
（
金
）
と

５
日
（
土
）
に
多
磨
全
生
園
で
開
催
さ

れ
る
。
こ
の
集
会
は
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
に
勤
め
る
医
師
以
外
の
職
員
が
、
勤

務
中
の
実
体
験
を
１
人
で
ま
た
は
数
人

で
ま
と
め
た
研
究
発
表
の
場
で
、
13
園

全
て
が
参
加
、
演
題
は
80
以
上
、
演
題

の
ま
と
め
に
参
加
し
た
人
は
延
350
人
を

超
え
る
。
初
日
に
は
特
別
講
演
「
駕
籠

に
乗
る
人
担
ぐ
人
　
そ
の
ま
た
わ
ら
じ

を
作
る
人
」（
喜
多
悦
子
）
と
教
育
講

演
２
件
も
行
わ
れ
る
。

開
館
20
周
年
記
念
座
談
会

　
延
期
し
た
開
館
20
周
年
記
念
座
談
会

「
資
料
館
の
設
立
、
活
動
、
こ
れ
か
ら

へ
の
期
待
を
語
る
」
を
、
改
め
て
予
定

し
て
い
る
。
資
料
館
設
立
や
活
動
を
中

心
的
に
担
わ
れ
た
方
々
に
、
当
時
を
振

り
返
り
、
今
後
望
む
こ
と
を
語
り
合
っ

て
い
た
だ
く
。
日
時

：

11
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
／
場
所

：

当
館

映
像
ホ
ー
ル
／
登
壇
者

：

大
竹
章
・
佐

川
修
・
成
田
稔
・
平
沢
保
治
・
山
下
道

輔
の
各
氏
（
予
定
）
／
先
着
150
人
ま
で

／
詳
細
に
つ
い
て
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

心
の
叫
び
と
感
動
を
残
し
て

成
瀬
さ
ん
、塔
さ
ん
安
ら
か
に

真
宗
大
谷
派

�

全
国
交
流
集
会


